
全国の大学生約5,000名を対象に、学習や学生生活の実態、意識を調査。
2008年以来4年ごとに調査を実施し、2016年は第3回を迎える。
大学が多様な改革を進めてきた間の、学生の変化をとらえた貴重なデータ。

速報版

第3回
大学生の学習・生活実態調査
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●調 査 テ ー マ	 大学生の学習・生活に関する意識・実態

●調　査　目　的	 	大学生の学習･生活全般にわたる意識や行動を多様な観点からとらえ、大学教育を中心としたこれか
らの大学生を取り巻く環境を考えていくための基礎データとして活用すること。また、広く一般に
結果を公表し、社会に還元すること。

●調　査　方　法	 	インターネット調査

●対象と抽出方法	 	全国の大学１～４年生	4,948名

インターネット調査会社の約420万人のモニター母集団のうち、「大学生」として登録されている
約15万人に対して予備調査を実施。このうち、大学１～4年生（18～24歳、日本在住）にアンケー
トの協力を依頼。
文部科学省の『平成28年度学校基本調査』の男女比率に近いサンプル構成を目指して回収を行っ
た。

●調　査　時　期	 2016年11月18日	～12月20日

●調　査　項　目	 	高校での学習／大学選択で重視した点／入学時の期待／大学生活で力を入れたこと／大学生活の過
ごし方／履修科目数／評価／教職員との交流／保護者との関係／友だち関係／大学教育観／学びの
機会／学びに対する姿勢・態度／大学生活で身についたこと／海外留学の意向／進路意識／建学の
精神やポリシーの認知／大学生活の満足度／学びの充実／成長実感／社会観･就労観／投票行動　
など

●過 去 の 調 査	 	 実施時期 対象 調査方法

第１回 2008年 10月上旬 大学１～４年生 4,070 名
（男子2,439名、女子1,631名） インターネット調査

第２回 2012年 11月上旬 大学１～４年生 4,911 名
（男子2,791名、女子2,120名） インターネット調査

1年生 2年生 3年生 4年生 計
男子 670 670 670 670 2,680
女子 567 567 567 567 2,268
計 1,237 1,237 1,237 1,237 4,948
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基本属性

【本調査結果を読む際の留意点】
・	本調査結果で使用している百分比（％）は、有効回答数のうち、その設問に該当する回答者を母数として算出し、小数点第2位以下を四捨五入し
て表示した。四捨五入の結果、数値の和が100にならない場合がある。

・	図表内の（	）内の値はサンプル数を表す。なお、とくに注記がない場合は有効回答数4,948を母数として算出している。

0 20 40 60 80 100

男子 女子

2008年
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（%）

59.9 40.1

56.8 43.2

54.2 45.8

性　別

0 20 40 60 80 100

国立 私立

2008年
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2016年

（%）

25.4 68.4

27.9 65.07.0

25.0 8.3 66.7

公立

6.2

設置者

0 20 40 60 80 100 120

学部系統
人文科学 理工

2008年

2012年

2016年

（%）

20.6 24.1

15.3 19.1 4.4 11.3 5.3 10.234.5

18.9 31.4 21.8 3.4 10.7 4.6 9.1

社会科学

38.2

農水産

3.1

医・薬・保健

7.0 3.5

その他

3.7

教育

0 20 40 60 80 100 120

北海道

2008年

2012年

2016年

（%）

3.7

東北地方

4.2

関東地方

48.6

中部地方

11.6

近畿地方

19.8

中国・四国地方

5.3

九州地方・沖縄

6.8

6.5 5.1 40.6 12.5 21.5 5.9 7.8

3.9 5.4 40.9 13.5 20.4 7.5 8.5

大学所在地

（%）

0 20 40 60 80 100

65 以上
60以上
65未満

55以上
60未満

50以上
55未満

45以上
50未満 45未満

今回調査 17.0 17.3 19.4 22.0 13.1 11.2

おおむね偏差値 65以上 おおむね偏差値 45～ 54

2016年

（%）

16.5 29.6

おおむね偏差値 55～ 64

39.7

おおむね偏差値 44以下

6.7

わからない

7.5

入試難易度（偏差値）

※	設問「あなたの通っている大学の入試難易度にあてはまるものを１つお選びください。」に、回答者が選択した結果。

学部系統の区分 調査票で示した学部系統

人文科学 人文系統（文学 ､心理学 ､文化学など）　外国語学系統 (外国語学部など )	
国際学系統（国際関係学 ､国際情報など）

社会科学 社会学系統 (社会学部 ､社会福祉学部など )	　法学系統（法学 ､政治学 ､政治経済学など）	
経済学系統（経済 ､経営 ､商学部 ､流通学など）

理工 理学系統（理学部 ､生命科学 ､地球環境など）　工学系統（理工学部 ､システム工 ､情報工など）

農水産 農学 ･水産学系統（農 ､水産 ､生物資源 ､獣医 ､酪農など）	

医・薬・保健 保健衛生系統（保健 ､保健医療 ､看護 ､看護医療など）	
医学（医学部）　歯学（歯学部）　薬学系統（薬学部など）

教育 教育学系統（学校教育学など）	

その他 生活科学系統（家政 ､食物栄養 ､人間発達 ､保育など）	　芸術系統（造形 ､音楽など）	
総合科学（総合）系統（総合科学 ､教養 ､環境情報など）
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図1−1 　高校時代の学習態度

図1−2 　高校時代の探求的な学びの経験

注）「１つのテーマを３か月以上かけて追究する」は「経験した」「経験しなかった」の２つの選択肢、その他項目は「よくあった」「ときどきあった」「ほとんどなかった」の３つの
選択肢で回答。

1-1 	⾼校時代の学習
⾼校時代に課題解決型の学びを経験した学生は、約８割。

　高校時代の学習の様子をみると、「授業に真面目に出席した（とても＋まああてはまる）」が90.5％に対して、「授業
に関心・興味がもてなかった（同）」が46.8％、「授業についていけないと感じた（同）」が34.4％である。高校時代の授
業に、関心・興味がもてない、ついていけない、と感じながらも、大学に進学する学生が一定数存在することがわかる。
高校での探求的な学びの経験をみると、「課題を解決するための方法を考える（よく＋ときどきあった）」、「課題を解決
するための情報を集める（同）」はいずれも８割である。大多数の学生が、高校で課題解決型の学びを経験している。

高校時代の学校や家での学習の様子についてお聞きします。（2016年）

あなたは高校時代の学習に際して、次のようなことをどの程度経験しましたか。（2016年）

1　⾼校からの接続

（％）

授業に真面目に出席した

授業で出された宿題や課題はきちんとやった

進路や将来について積極的に考えた

授業の予習や復習をした

興味をもったことについて自主的に学習した

授業に関心・興味がもてなかった

計画を立てて学習した

グループワークやディスカッションに、積極的に参加した

授業についていけないと感じた

62.6 27.9 90.5

82.3

66.6 

55.5

54.4 

46.8

42.5 

39.0 

34.4 

43.6 38.7 

25.5 41.1 

19.0 36.5

16.7 37.7

11.8 35.0

12.7 29.8

9.3 29.7

8.7 25.7 

とてもあてはまる まああてはまる
「とても＋まああてはまる」の％

（％）

課題を解決するための方法を考える

課題を解決するための情報を集める

外国語（英語など）を読む・書く

自分で問いを立てる

外国語（英語など）を聞く・話す

グループで話し合う

学習の成果を人前で発表する

学校外の人に話を聞きに行く

1 つのテーマを 3 か月以上かけて追究する

 34.1 48.6 82.7

81.6

69.4 

66.2

64.7 

59.0

49.8

40.7 

32.2 49.4

29.4 40.0

18.2 48.0

22.2 42.5

15.0 44.0 

11.9 37.9

14.1

21.2

26.6

よくあった

経験した

ときどきあった 「よく＋ときどきあった」の％
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図1−4 　入学納得度

図1−3 　大学選択で重視した点

現在の大学・学部に入学したときの気持ちとして、もっとも近いもの1つをお選びください。

		

高
校
か
ら
の
接
続

1

1-2 	進路決定
大学選択でもっとも重視されるのは「興味のある学問分野」。約８割が満足して入学。

　大学を決める際に重視した点（複数選択）をみると、順位に大きな変動はないが、１人あたりが選択する項目の数
が減少している。8年前と比較し、受験大学を選択する際に、いくつもの点から検討しない学生が増加している。また、
約８割が「とても＋まあ満足して入学した」と回答している点については、４年前から変化はない。

受験する大学・学部を決める際に重視した点について、あてはまるものをすべてお選びください。
（複数選択）

（％）
興味のある学問分野があること

入試難易度が自分に合っていること

入試方式が自分に合っていること

自宅から通えること

世間的に大学名が知られていること

就職状況がよいこと

キャンパスの雰囲気がよいこと

取りたい資格や免許が取得できること

経済的な負担が少ないこと

先生のすすめ

キャンパスライフが楽しそうなこと

親のすすめ

合格が早く決まること

都会にあること

試験日や試験会場が多く、受験しやすいこと

親元を離れられること

先輩のすすめ

上記にあてはまるものはない

2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年
2008 年
2012 年
2016 年

64.8
62.1

54.5
48.1
48.9

42.2
30.7
32.0

30.7
33.2
32.9

30.0
30.1

26.1
21.3
22.7
22.5

21.3
23.9
23.8

20.8
19.8

22.9
20.5 

22.6
20.5

16.8 
15.9
16.8 

15.3 
19.9

17.8 
14.7 
14.0
15.0

12.9 
8.7
10.5
11.4

15.5
12.2

9.7
6.9
7.5
7.4
7.8

6.7
5.4

3.4
3.4
5.2

1.7
1.6
1.4

0 20 40 60 80 100

とても満足して入学した

2012年

2016年

（%）

31.5

まあ満足して入学した

46.4

あまり満足していないが入学した

16.3

全く満足していない
が入学した

5.7

29.8 48.4 16.1 5.7

選択数（平均）
2008年
（3,932） 4.00
2012年
（4,745） 3.93
2016年
（4,693） 3.55

※	「上記にあてはまるものは
ない」と回答した者は集計
から除く。
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図2−1 　大学入学時の気持ち

2-1 	大学入学時の気持ち
大学の教育内容に対する期待は、約８割と⾼い。

　大学入学時に期待していたことをみると、４年間で大きな変化はなく、どの項目も総じて高い。｢自分の将来の方
向をみつけたい｣、｢将来の仕事に役立つような力を身につけたい｣といった将来へのつながり、｢専門分野について
深く学びたい｣といった深い学びへの期待が大きく、大学の正課内の教育に対して十分な期待をもって入学してい
る。また、学生の行動タイプをみると、｢自分から積極的にやりたいことを探してやる｣を選択した学生が、入学時
31.8%から現在（回答時）37.4%に増加している。大学生活を通して、学生の積極性が培われているようだ。

あなたが大学に入学したとき、次のようなことをどのくらい思っていましたか。

2　大学生の生活

（%）

44.3

とてもそう思っていた

45.4 89.7

44.7 42.6 87.3

39.7 46.9 86.6

40.3 44.8 85.1

42.3 43.7 86.0

38.3 44.3 82.6

39.9 44.3 84.2

39.6 41.6 81.2

32.9 47.5 80.4

37.1 43.9 81.0

35.5 44.2 79.7

34.9 43.5 78.4

30.0 50.9 80.9

27.4 48.9 76.3

26.7 37.6 64.3

27.0 35.0 62.0

まあそう思っていた
「とても＋まあそう思っていた」の％

自分の将来の方向をみつけたい

専門分野について深く学びたい

卒業までの自由な時間を満喫したい

専門に限らず幅広い知識や教養を
身につけたい

部活・サークルなど課外活動に
力を入れたい

就職につながる学習や資格取得、
活動をしたい

友人をつくりよい人間関係を
広げたい

将来の仕事に役立つような力を
身につけたい

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

2012年

2016年

図2−2 　行動タイプ

大学入学時と現在のあなたの行動タイプにあてはまるものを、直感的にお選びください。
(2016年)

0 20 40 60 80 100

自分から積極的にやりたいことを探してやる

入学時

現在

（%）

31.8

与えられれば興味をもってやる

44.1

与えられても、よほど興味が
なければやらない

24.1

37.4 38.9 23.7（調査時点）
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図2−3 　力を入れたこと

		

大
学
生
の
生
活

2

2-2 	力を入れたこと・経済環境
保護者からの収入が減り、アルバイトに力を入れる学生が増加。

　学生生活のなかで力を入れていること（とても＋まあ力を入れた）をみると、この４年間で｢大学の授業｣が5.0ポ
イント減少し、｢アルバイト｣が6.7ポイント増加している。そこで、学生の経済状況をみてみると、「保護者などから」
の収入が減少傾向にあり、「アルバイト」での収入が増加している。経済的な事由から、学生がアルバイトを増やさざ
るを得ない状況にあることがうかがえる。また、「読書」に力を入れる学生の割合は、この４年間で8.2ポイント減少
しており、大学生の読書離れが進行している。

あなたは次の項目について、これまでの大学生活の中で、どのくらい力を入れてきましたか。

（%）

17.0

とても力を入れた

54.8 71.8

15.7 51.1 66.8

19.2 38.1 57.3

25.2 38.8 64.0

19.4 27.6 47.0

22.4 26.9 49.3

9.4 32.6 42.0

10.2 30.3 40.5

11.9 34.3 46.2 

11.5 26.5 38.0

7.6 26.1 33.7

10.3 26.1 36.4

6.6 19.4 26.0

8.1 19.9 28.0

8.1 18.3 26.4

9.5 17.9 27.4

4.3 13.3 17.6

5.3 13.1 18.4

まあ力を入れた 「とても＋まあ力を入れた」の%

大学の授業

アルバイト

サークルや部活動

大学の授業以外の自主的な学習

読書

学校行事やイベント

卒業論文や卒業研究

就職活動

ボランティア

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

図2−4 　経済状況

あなたの1か月の収入をお答えください。
※1万円単位でお答えください。

注）2016年のみ、「奨学金」の金額を「返済義務あり」と「返済義務なし」にわけてたずねた。合算した結果の平均値を他年度と比較する。

2008年（4,064）

2012年（4,891）

2016年（4,809）

（万円）
保護者などから

奨学金

アルバイト

その他

2.9
2.7

2.3
2.0

2.4
2.3

3.3
2.7

3.7
0.2 

0.1
0.1
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（時間）

2-3 	生活時間
授業の予復習や自主的に学習する時間は、４年間で変化はない。

　学習やその他活動にかける１週間あたりの時間をみると、授業の予復習や自主的に学習する時間が、2008年から
2012年にかけての４年間には増加がみられたが、2016年までの４年間では変化はなかった。平均時間が多いもの
から順にみると、「大学の授業などへの出席」に次いで「インターネットやＳＮＳ」が週当たり平均8.5時間となってい
る。また「アルバイト」時間が、この４年間で週当たり平均1.2時間増加している。

ふだんの時間の過ごし方について、次の項目は1週間（月曜日～日曜日）で何時間くらいになりますか。
今学期の平均的な1週間を振り返って、それぞれについてあてはまるもの1つをお選びください。

2012 年
2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

友だちと会う、遊ぶ注3

サークルや部活動注4

アルバイト注5

インターネットや SNS

（%）

3.61.8 13.5
6～10時間

15.06.5
3～5時間

14.5
11～15時間 16時間以上

44.9

1～2時間
1時間未満

0時間（やっていない）

0.1
0.04.7 2.5 14.418.37.6 14.9 37.5

20.2 28.5 24.6 16.8 6.6 1.9

48.4 9.4 12.0 13.8 8.9 3.7 3.8
13.744.2 9.9 14.6 8.9 4.0 4.6

 36.2 2.74.5 12.5 16.1 13.4 14.5
6.024.9 3.8 14.3 18.0 14.5 18.4

83.6 8.8 3.62.3

81.2 9.7 4.2 2.4
78.5 8.3 5.6 3.52.0

7.6 13.2 18.6 22.3 16.6 8.2 13.4
9.4 13.4 18.8 22.3 17.3 7.7 10.9

11.6 13.9 20.1 20.9 15.7 7.7 10.0

2.6 7.6 18.221.418.6 11.0 20.6
7.52.2 20.124.115.2 10.6 20.2

不明

社会活動
（ボランティア、ＮＰＯ
活動などを含む）

1.3

31.7 29.7 19.4 10.7 4.81.7 2.0
0.1
0.0

0.1
0.0

0.0
0.0

0.0
0.0

0.0

0.1
0.0

0.0

0.0

0.1
0.0

31.0 27.7 17.8 11.6 5.8 2.8 3.2
32.9 24.9 19.1 11.9 5.8 2.3 3.2

6.7 17.3 22.2 26.3 16.2 5.6 5.8
6.6 17.4 22.7 26.2 15.4 5.7 5.8

12.7 15.4 21.1 24.7 15.5 5.4 5.2

0.1
0.0

18.7 24.2 23.6 20.0 8.2 2.92.3
19.4 24.3 25.2 18.0 8.5 2.42.4

1.11.1 0.20.2

1.3

0.6

1.3 

0.9

0.3

0.5 
0.1（不明）

0.0（不明）

授業の予復習や課題を
やる時間

大学の授業以外の
自主的な学習

大学の授業などへの
出席

テレビやＤＶＤなどの
視聴

0.0

0.0

図2−5 　1週間あたりの学習・生活時間（経年比較）

平均時間／週
2008年 2012年 2016年

ー 13.1	 11.7	

2.2 2.8	 2.7	

1.9 2.4	 2.3	

4.7 4.7	 4.4	

ー 2.7 3.1	

ー 6.5 7.7	

0.4 0.5	 0.8	

6.5 6.0	 5.6	

ー 8.6	 8.5	

注1）「16～ 20時間」、「21時間以上」を「16時間以上」とまとめて表示。
注2）平均時間について、「0時間（やっていない）」を「0時間」、「1時間未満」を「30分」、「1～2時間」「3～5時間」「6～10時間」「11～15時間」「16～20時間」については中央値を、
「21時間以上」を「23時間」と置き換えて算出した。「不明」は集計から除く。

注3）2008年、2012年は、「友だちづきあい」とたずねた項目と比較した。
注4）2012年調査では、別設問で｢サークルや部活動をしていない｣と回答した2,101名を、本設問の回答対象者としなかった。第３回と比較するにあたり、｢サークルや部

活動をしていない｣と回答した2,101名を｢０時間（やっていない）｣とみなし再集計した。
注5）2012年調査では、別設問で｢アルバイトをしていない｣と回答した1,776名は、本設問の回答対象者としなかった。第３回と比較するにあたり、｢アルバイトをしてい

ない｣と回答した1,776名を｢０時間（やっていない）｣とみなし再集計した。
注6）全11項目のうち、他年度と比較可能な9項目を抜粋して表示。
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大
学
生
の
生
活

2

1 年生
2 年生

3 年生
4 年生

（％）

教
員

職
員

気軽に相談できる

ふだんから気にかけてくれる

厳しいことを言ってくれる

気軽に相談できる

ふだんから気にかけてくれる

厳しいことを言ってくれる

30.2
33.0

42.1
52.1

27.1
31.6

41.9
51.4 

33.3
35.0

40.5
48.7

21.0 
26.0

35.7 
43.2 

26.8
25.1

27.6 
30.6 

23.6
21.3

23.1
26.0

25.3
22.2
22.5

23.8

授業や研究活動以外の場で
交流（雑談・食事）がある

全体

39.3

38.0

39.4

31.5

27.5

23.5

23.5

2-4 	教職員との交流・保護者との関係
｢困ったことがあると、保護者が助けてくれる｣と考える学生が増加。

　教員との交流をみると、いずれの項目も学年が進むにつれ増加している。とくに３・4年生での増加率が大きく、
専門教育が始まりゼミや研究室に所属することで、教員との距離が縮まることがわかる。職員との交流は学年によ
る差はなく、約２～３割にとどまる。保護者との関係をみると、「保護者のアドバイスや意見に従うことが多い」、

「困ったことがあると、保護者が助けてくれる｣と考える学生は８年間で増加している。よき相談相手であり頼れ
る存在として、保護者の役割が大きくなっているようだ。

あなたの周囲に、次にあげるような大学の職員や教員はいますか。（2016年）

図2−6 　教職員との交流

注）｢いる｣の％。

図2−7 　保護者との関係

あなたと保護者との関係について、それぞれについてもっとも近いもの1つをお選びください。

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2016 年

2016 年

2016 年

（%）
どちらかというとＡに近い

35.6

どちらかというとＢに近い

40.2

Ｂ

19.7

Ａ

4.5

38.2 38.7 15.47.7
38.7 33.6 16.811.0

35.4 42.7 15.56.4

39.9 37.9 13.19.1
43.2 30.2 12.014.6

44.9 27.4 13.8 13.9
45.9 25.3 10.318.5
41.4 24.8 13.120.6

31.3 42.5 19.46.9
30.5 41.0 20.48.1

18.4 47.4 31.32.8
21.3 43.8 30.44.5

32.6 29.3 16.421.7

36.1 33.9 14.8 15.3

42.8 37.8 8.311.0

困ったことがあると、
保護者が助けてくれる

お金が必要になったら、
保護者が援助してくれる

進路や就職に関して保護者の方
から希望や意見を言われる

進路や就職に関しては、保護者の
意見を重視したい（した）

保護者に何かと反抗する時期があった

幼い頃、保護者は甘い方だった

小中学生の頃、あなたが困ったとき、
保護者がだいたい解決してくれた

保護者のアドバイスや意見
に従うことが多い

困ったことがあると、
自分で解決する 

お金が必要になったら、
アルバイトなどして
自分で準備する 

進路や就職に関して自分の方から
保護者に話をしたり、相談をする 

進路や就職に関しては保護者の意見に
よらず自分の考えで決めたい（決めた）

保護者に反抗したことはほとんどない

幼い頃、保護者は厳しい方だった 

小中学生の頃、あなたが困ったとき、
保護者は手を出さずに見守ってくれた 

なにごとも自分で決める
ことが多い

A B

注）全8項目のうち、3項目を抜粋して表示。
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2-5 	友だち関係
友だちと話が合わないと不安に感じる学生が増加。

　大学内での友だちの数をみると、2016年のみの項目であるが「情報交換する友だち」が「いない」と回答した学生が
12.9%存在する。半数以上の学生は「４人以上いる」と回答しており、学生間での情報量の差が案じられる結果となっ
た。友だちとの付き合い方では、「１人で行動しても気にならない（とても＋まああてはまる）」と回答した学生は４年
前と変わらず約８割存在するが、「友だちと話が合わないと不安に感じる（同）」は４年前より14.9ポイント増加して
いる。

次のようなことをする友だちは全部で何人くらいいますか。

0 20 40 60 80 100 120

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2016 年

2016 年

2016 年

（%）
4～6人
27.8

7～10人
19.0

11人以上
22.9

いない
5.9

1人
3.7

2～3人
20.7

28.0 15.2 21.2 7.2 5.3 23.0

19.6 5.6 2.721.4 9.1 41.5
19.4 5.0 3.719.2 11.1 41.6

23.2 10.9 7.322.3 6.0 30.3
20.3 8.2 6.925.7 9.0 29.9

14.0 6.4 10.9 40.2 6.3 22.3

16.7 6.6 8.424.3 10.3 33.6

25.1 11.0 14.512.9 7.1 29.4

悩み事を相談できる友だち

学習や広く社会の課題などに
ついて議論をする友だち

学習やスポーツで競い合う友だち

尊敬できる友だち

情報交換（授業や就職活動
などについて）する友だち

話をしたり一緒に遊んだり
する友だち

大
学
内

0 20 40 60 80 100

2012 年

2016 年

2016 年

2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2012 年
2016 年

2016 年

2012 年
2016 年

2016 年

2012 年
2016 年

83.4 37.8

45.2

45.6

81.936.7

61.1 80.219.1

57.711.6 46.1
49.6 60.811.2

62.113.9 48.2 
46.0 59.613.6

42.08.1 33.9
56.944.312.6

35.2 49.614.4

40.19.1 31.0
32.3 44.912.6

32.4 41.28.8

26.46.3 20.1
22.9 31.18.2

厳しいことでも友だちの忠告には耳を傾ける

言いづらいことでも友だちのため
を思って忠告することができる

1 人で行動していても
気にならない

グループの仲間同士で
一緒にいたい

友だちと話が合わないと
不安に感じる

世代の違う人と積極的に交流する

知らない人ばかりの
集まりにも参加できる

毎日友人が何をしているか、ＳＮＳやＬＩＮＥで知っている

実際に会う友人よりもＳＮＳの
友人のほうが本音を話しやすい

（％）
とてもそう まあそう 「とても＋まあそう」の％

とてもあてはまる まああてはまる 「とても＋まああてはまる」の％

図2−8 　友だちの数

図2−9 　友だち関係

人との付き合い・交流について、次のようなことはどのくらいありますか。

注）2012年は、「11～ 15人」、「16人以上」とわけてたずねた結果を「11人以上」に合算した。

注）2012年の「とてもそう」、「まあそう」の回答と、2016年の選択肢「とてもあてあまる」、「まああてはまる」の回答を比較した。
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2

3-1 	大学教育観
大学に指導や支援を求める意見が、8年間で増加。

　この８年間で、学習方法を｢自分で工夫｣するよりも｢大学の指導｣を受けたいと考える学生が11.4ポイント、学
生生活について｢学生の自主性に任せる｣よりも「教員の指導・支援」を受けたいと考える学生が22.9ポイント増加
しており、大学に指導を求める声が大きくなっている。また、「単位取得が難しくても興味のある授業」よりも「あま
り興味がなくても楽に単位を取得できる授業」をよいと考える学生が12.5ポイント増加しており、授業や学びに対
する考えにも変化がみられる。

大学教育について、あなたは次にあげるＡ、Ｂのどちらの考え方に近いですか。

図3−1 　大学教育観

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

（%）
Ａ

48.9

Ｂ

51.1

54.8 45.2

61.4 38.6

82.0 18.0

83.3 16.7

78.7 21.3

35.1 64.9

39.3 60.7

40.8 59.2

39.3 60.7

43.9 56.1

50.7 49.3

43.0 57.0

44.2 55.8

48.0 52.0

15.3 84.7

30.0 70.0

38.2 61.8

72.028.0

62.637.4

23.0 77.0

 28.6 71.4

あまり興味がなくても、
単位を楽にとれる
授業がよい

単位をとるのが難しくても、
自分の興味のある授業がよい

教員が知識・技術を教える
講義形式の授業が
多いほうがよい

学生が自分で調べて発表する
演習形式の授業が
多いほうがよい

あまり自由に選択履修
できなくても、系統立って
学べるほうがよい

あまり系統立って学べなく
ても、自由に選択履修
できるほうがよい

大学での学習の方法は、
大学の授業で指導を
うけるのがよい

大学での学習の方法は、
学生が自分で工夫するのが
よい

学生は将来やりたいことを
決めて、授業をうけるほう
がよい

学生は授業を通じて、
将来やりたいことを
みつけるほうがよい

学生生活については、
大学の教員が指導・支援
するほうがよい

学生生活については、
学生の自主性に任せる
ほうがよい

大学では、既にある学問の
知識について、体系的に
修得する学びが重要だ

大学では、答えのない問題
について、自分なりの解を
探求する学びが重要だ

学生が知識や技能を
身につけられるかどうかは、
大学の教育の責任だ

学生が知識や技能を身に
つけられるかどうかは、
学生自身の責任だ

A B

3　大学生の学び
			

大
学
生
の
生
活
／
大
学
生
の
学
び

3

注）	全11項目のうち、他年度と比較して変化の少なかった3項目を除く、8項目を抜粋して表示。
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3-2 	学びの機会
グループワークやプレゼンテーション、ディスカッションを取り入れた授業が、
８年間で大きく増加。

　この８年間で、「グループワークなどの協同作業をする授業（よく＋ある程度あった）」と回答した比率は18.1ポイ
ント、「プレゼンテーションの機会を取り入れた授業（同）」は16.0ポイント、「ディスカッションの機会を取り入れた
授業（同）」は19.0ポイント増加し、いずれも約７割の学生が経験している。８年間で、アクティブ・ラーニング型
の授業を経験する機会が増えていることがわかる。

あなたはこれまで大学で、次のような授業を経験しましたか。

図3−2 　学びの機会

少人数のゼミ・演習形式の授業

実験や調査の機会を
取り入れた授業

大学での学習方法を学ぶ授業

高校で学習する教科の補習授業

53.3
59.1

71.4

51.0
57.6

67.0

46.7
54.2

65.7

62.9
64.7

61.9

46.1
50.5
50.8

40.7
43.7

50.5

45.1
49.6
49.8

32.4
39.1
41.1

28.7
34.9
38.0

28.2
29.4

37.2

32.1
34.5
35.6

19.7
25.9
27.7

提出物に教員からのコメントが
付されて返却される授業

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

グループワークなどの
協同作業をする授業

プレゼンテーションの機会を
取り入れた授業

教員と双方向のやりとりが
ある授業注2）

上級生や下級生とやりとりが
ある授業注3）

教室外で体験的な活動や
実習を行う授業

語学以外の授業で、
外国語で行われる授業

ディスカッションの機会を
取り入れた授業

（％）

注1）	「よく＋ある程度あった」の％。
注2）2008年、2012年は、「教員と学生が授業時間内にコミュニケーション（議論・質問・対話など）がとれる授業」とたずねた項目と比較した。
注3）2008年、2012年は、「上級生と下級生が授業時間内にコミュニケーション（議論・質問・対話など）がとれる授業」とたずねた項目と比較した。
注4）	全15項目のうち、他年度と比較可能な12	項目を抜粋して表示。
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大
学
生
の
学
び

3

3-3 	学びに対する姿勢・態度
グループワークやディスカッションで、意見を主張する学生が増加。

　2012年から2016年にかけての４年間で「グループワークやディスカッションでは、異なる意見や立場に配慮す
る（とても＋まああてはまる）」11.4ポイント、「グループワークやディスカッションで自分の意見を言う（同）」7.1
ポイント、「授業の復習をする（同）」7.1ポイント、「計画を立てて学習する（同）」6.6ポイント、「授業でわからなかっ
たことは先生に質問する（同）」6.1ポイントの増加がみられた。大学の授業や高校時代の授業経験の変化が、学生
の学習態度にも影響しているようだ。

あなたは大学での授業に、ふだんからどのように取り組んでいますか。

図3−3 　授業への取り組み
（％）

81.2
82.8
83.8

87.4
87.5
85.9

73.4
73.9
76.2

66.0
67.5
68.4

53.5

61.7

56.0
67.4

60.2
59.7

61.9

55.6

57.9

58.2

59.7

59.2

46.8
51.5

58.6

41.8
42.4

49.0

34.6
39.5

46.6

34.9
35.2

41.3

32.5
32.6
35.4

授業で興味をもったことについて
自主的に学習する

グループワークやディスカッション
では、異なる意見や立場に配慮する

グループワークやディスカッション
で自分の意見を言う

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年
2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

2008年
2012年
2016年

授業で出された宿題や課題は
きちんとやる

履修した科目は途中で
投げ出さない

自分の意思で継続的に学習する

計画を立てて学習する

授業の復習をする

授業の予習をする

2008年
2012年
2016年

できるかぎり良い成績を
とろうとする

授業とは関係なく、興味をもった
ことについて自主的に学習する

授業でわからなかったことは
先生に質問する

授業でわからなかったことは、
自分で調べる

注）「とても＋まああてはまる」の％。
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3-4 	大学生活で身についたこと
スキルや能力の自己評価は、8年間でほとんど変化がない。

　大学生活を通して身についたこと（自己評価）をみると、８年間変わらず、専門知識の習得、協力しながらものご
とを進める力への評価が高く、思考力、自己管理力は中程度、国際的な視野や語学力、リーダーシップ、社会活動
参加が低い。自己評価が低い項目の中での変化ではあるが、８年前と比べ、「自ら先頭に立って行動し、グループを
まとめる（かなり＋ある程度身についた）」が5.9ポイント、｢社会活動に積極的に参加する（同）」が7.4ポイントの増
加がみられた。

あなたは次のようなことについて、大学生活全体を通じてどの程度身についたと思いますか。

図3−4 　大学生活を通して身についたこと

71.4
71.5 
70.3

67.1
69.9
70.0

69.2 
67.7 
69.3

65.2
66.1
67.0

68.0
67.3
66.4

64.3
65.5
65.4

64.5
64.2
64.5

62.1
63.4
64.4

64.6
65.1 
64.4

62.8 
63.2 
63.3

59.4
59.3
58.0

48.3
49.4
52.4

45.6 
42.8 
43.8

37.0
37.9

42.9

21.0
26.7
28.4

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

2008 年
2012 年
2016 年

専門分野の知識・技術を
身につける

人と協力しながら
ものごとを進める

幅広い教養・知識を
身につける

自分の感情を上手に
コントロールする

ものごとを批判的・
多面的に考える

現状を分析し、問題点や
課題を発見する

異なる意見や立場をふまえて、
考えをまとめる

社会や文化の多様性を理解し、
尊重する

自分の知識や考えを文章で
論理的に書く

筋道を立てて論理的に問題を
解決する

自分で目標を設定し、
計画的に行動する

既存の枠にとらわれず、新しい
発想やアイデアを出す

自ら先頭に立って行動し、
グループをまとめる

国際的な視野を身につける

社会活動（ボランティア、ＮＰＯ活動
などを含む）に積極的に参加する

（％）

注1）	「かなり＋ある程度身についた」の％。
注2）	全22項目のうち、他年度と比較可能な15項目を抜粋して表示。
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3-5 	転学意向・履修状況・評価方法
転部や転学を考える学生は、８年間で減少傾向。

　転部や転学など進路変更の意向をみると、この８年間で「他の学部や学科・コースに移りたい（よく＋たまにある）」
は5.4ポイント、「他の大学に入り直したい（同）」は7.4ポイント減少している。とはいえ依然として、転学したいと
考えることのある学生は約４割、大学進学以外の進路に変更したいと考えることのある学生は約２割いる。履修科
目数や総取得単位数（４年生のみ）が多いのは、１、２年生のときである。

あなたは現在の大学生活の中で、次のように思うことはありますか。

図3−5 　転学意向

0 3 6 9 12 15

1 年生

2 年生

3 年生

4 年生

全体

 13.5
13.3

12.4
12.2

9.6
9.4

3.9
3.3

9.8
9.5

2012年
2016年

（科目）

注1）	集中講義は除きます。
注2）2012年	1年生	n=1,184、2年生	n=1,184、3年生	n=1,203、4年生	n=1,229、全体	n=4,800、	

	2016年	1年生	n=1,164、2年生	n=1,184、3年生	n=1,207、4年生	n=1,223、全体	n=4,778。

図3−6 　履修科目数（平均）

表3−1 　調査時点までの単位習得数（平均）
表3−2 　大学の評価方法

あなたは今学期いくつ科目を履修していますか。

あなたが入学してから今年の前期までに
習得した総単位数を教えてください。

あなたの大学での成績の評価方法として、あ
てはまるものをお選びください。どちらも併
用している場合は両方を選択してください。

0 10 20 30 40 50

2008 年

2012 年

2016 年

2008 年

2012 年

2016 年

2012 年

2016 年

9.0

21.2

23.4 32.4

30.0

27.0

45.7

41.7

38.3

20.2

22.4

8.8

18.3 

17.1

25.4

28.6

16.3

14.5 23.8

14.55.7

7.8 14.6

8.7 

同じ大学の他の学部や学科・
コースに移りたい

他の大学に入り直したい

大学を辞めて、大学以外の
進路に変更したい

よくある たまにある 「よく＋たまにある」の％ （％）

注）大学４年生　n=1,216　のデータのみ分析。

2016年
1年生のとき 41.6	
2 年生のとき 40.4
3 年生のとき 34.7

今年度前期 8.4

（単位）

注）2008年、2012年は、「優・良・可（A・B・C）」、「GPA」の２つの選択肢でたずね、「秀・優・
良・可（A・B・C・D）」の場合は、「優・良・可（A・B・C）」を選択するように案内した。

2008 年 2012年 2016年
秀・優・良・可（A・B・C・D）

82.2	 76.4	
54.7	

優・良・可（A・B・C） 20.3	
GPA 37.2	 56.2	 59.9	

注）全５項目中、他年度と比較可能な３項目を抜粋して表示。

（各学年ごとに回答）

（％）
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4-1 	留学意向・グローバル意識
留学したい学生の割合に変化はないが、留学希望期間は長期化。

　海外留学の意向についてみると、「海外留学をしたい（とても＋まああてはまる＋すでに海外留学をした）」と回答し
た学生は、2012年40.9％、2016年40.3％でほとんど変わらない。留学したい期間をみると、「１ヶ月未満」の短期
が14.3ポイント減少し、「１ヶ月～６ヶ月以内」が増加している。留学したい時期は、４年間で変化はなく、２年生
がもっとも多い。

あなたの在学中（大学・大学院）の海外留学の意向について、あてはまるもの1つをお選びください。
在学中にすでに留学をした方は「すでに海外留学をした」を選択してください。

図4−1 　留学意向
海外留学をしたい

4　大学生の意識と行動

0 20 40 60 80 100

とてもあてはまる

2012年

2016年

（%）

12.3

まああてはまる

25.7

あまりあてはまらない

23.8

全くあてはまらない

35.3

すでに海外留学
をした

2.9

12.8 23.2 22.6 37.1 4.3

0 20 40 60 80 100

1ヶ月未満

2012年

2016年

（%）

39.0

3 ヶ月～ 6 ヶ月以内

10.2

1ヶ月～ 3 ヶ月以内

19.1

6 ヶ月～1 年以内

14.6

1 年～ 2 年以内

13.7

2 年超

3.3

24.7 14.927.7 16.3 11.8 4.6

0 20 40 60 80 100

1年生

（%）

4.5

2 年生

36.5

3 年生

27.2

大学院に入ってから

10.6

5 ～ 6 年生（6年制大学の場合）

1.9

4 年生

14.4

不明

海外の大学院に
行きたい

4.5

6.9 30.332.6 14.6 2.2 4.88.6

0.22012年

2016年

図4−2 　留学期間

図4−3 　留学時期

留学を希望する・経験した学生のみ回答
留学の期間として、もっとも希望に近いもの1つをお選びください。
（「すでに海外留学をした」と回答の方は、実際に留学した期間をお答えください。）

留学を希望する・経験した学生のみ回答
留学する時期として、もっとも希望に近いもの1つをお選びください。
（「すでに海外留学をした」と回答の方は、実際に留学した時期をお答えください。）

注）	「海外留学をしたい」に「とてもあてはまる」「まああてはまる」「すでに海外留学をした」と回答した者が対象。2012年n=2,009、2016年n=1,995。

注）	「海外留学をしたい」に「とてもあてはまる」「まああてはまる」「すでに海外留学をした」と回答した者が対象。2012年n=2,009、2016年n=1,995。
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4-1 	留学意向・グローバル意識	

留学を希望しない理由は「経済的に難しい」が約５割、「海外生活が不安」約４割。
　留学を経験した学生に、意識や行動の変化をたずねた結果をみると、「多様な価値観や文化的背景を受容できるよ
うになった（とても＋まああてはまる）」が85.9％、「外交・国際関係への興味が高まった（同）」が85.3％と高い。一
方で、「学習に積極的に取り組むようになった（同）」は59.9％で、学習行動の変容は約６割にとどまった。また、留
学を希望しない学生に、その理由をたずねた結果をみると、「経済的に難しいから」が48.1％でもっとも多い。「海外
生活が不安だから」39.9%、「語学力に自信がないから」37.5％、「海外に興味がないから」37.1％といった理由も
約４割存在する。

留学を経験した学生のみ回答

留学経験によりあなたの意識や行動に変化はありましたか。（2016年）

図4−4 　留学の成果

図4−5 　留学したくない理由

注）「すでに海外留学した」と回答した者が対象。n=212。

注）「海外留学をしたい」に、「あまり＋全くあてはまらない」と回答した者が対象。n=2,953。

留学を希望しない学生のみ回答

あなたが留学したいと思わないのはなぜですか。（3つまで選択）（2016年）

多様な価値観や文化的背景を受容できるようになった

外交・国際関係への興味が高まった

日本人としての意識が高まった

リスクを恐れず挑戦する意識が高まった

自己肯定感（自信）が高まった

自分のキャリアについて考えが深まった

学習に積極的に取り組むようになった

45.8 40.1 85.9

85.3

77.4

75.5

64.2

60.9

59.9

53.8

41.0 44.3

32.1 45.3

36.8 38.7

20.3 43.9

21.7 39.2

23.1 36.8

22.2 31.6平和、環境、貧困問題など
地球的課題への意識が高まった

とてもあてはまる まああてはまる
「とても＋まああてはまる」の％

（％）

（％）

経済的に難しいから

海外生活が不安だから（治安・衛生面など）

語学力に自信がないから

海外に興味がないから

経済的負担に見合う効果が感じられないから

時期的に就職活動に支障があるから

周囲が反対するから

その他

48.1

39.9 

37.5

37.1

14.5

6.3 

2.0 

1.0 

2.8 

就職した後、勤務先のサポートを
受けて行くつもりだから
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4-2 	就職活動
４年前より進路に向けた活動を開始する時期が早まる。

　４年生を対象に、卒業後の進路に向けた準備・活動をいつ頃から始めたかをみると、「大学３年生の夏休み以前」
に開始した学生は2012年22.1%、2016年27.1%で４年前より5.0ポイント増加しており、進路を意識した活動
を始める時期が、早まっている。進路の決定・検討状況をみると、「進路が決定（内定）している」は2008年67.2％、
2012年56.8%と大幅な減少から一転し、2016年70.5%と８年前の水準に回復している。

大学卒業後の進路（就職、大学院進学等を含む）に向けた準備・活動をいつ頃から始めようと考えてい
ますか（あるいはいつ頃から始めましたか）。

図4−6 　就職活動

0 20 40 60 80 100 120

大学 2 年生の頃

2012年

2016年

（%）

2.4

大学 3 年生の前期

8.5

大学 3 年生の夏休み

9.1

大学 1 年生の頃

2.1

就職するつ
もりがない大学 4 年生の夏休み以降

8.7

大学 3 年生の後期

40.1

大学 4 年生の前期

13.3

学部段階では特に準備・活動をしない

6.8 3.6

わからない

5.5

10.4 10.92.3 3.5 5.734.4 15.4 7.4 3.0 7.0

0 20 40 60 80 100 120

進路が決定（内定）している

（%）

67.2

進路が内定しているが、より希望する進路の
実現に向けて準備・活動を継続している

4.4

進路は内定しておらず、希望進路の
実現に向けて準備・活動中である

18.6

希望進路について、
検討中である

8.0

希望進路について、
まだ考えていない

1.9

4.056.8 24.1 10.2 4.9

3.970.5 11.7 8.4 5.5

2008年

2012年

2016年

図4−7 　内定状況

大学卒業後の進路（就職、大学院進学等を含む）の決定・検討状況について、あてはまるもの1つをお選
びください。

注）大学４年生のデータのみ分析。2012年n=1,236、2016年n=1,237。

注）大学４年生のデータのみ分析。2008年n=1,023、2012年n=1,236、2016年n=1,237。
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4-3 	大学教育に対する理解・満足
大学生活に対する総合的な満足度が、８年間で低下。

　大学の理念やポリシーに対する学生の認知、理解をみると、「大学の理念・建学の精神」については約４割、「３つの
ポリシー」については約５～６割が「知らない」と回答しており、認知、理解が十分であるとはいいがたい状況だ。学
生の大学に対する満足度をみると、８年前よりいずれの項目においても低下傾向にある。とくにこの４年間で「大学
生活を総合的に判断して（とても＋まあ満足している）」回答してもらった満足度が12.1ポイント低下している。

現在通っている大学の理念についてどのくらい理解していますか。

図4−8 　大学の精神、ポリシーの認知

図4−9 　満足度

現在通っている大学について、どのくらい満足していますか。
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63.212.2
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施設・設備
（図書館、ラーニングコモンズ、
インターネットの利用など）

進路支援の体制
（就職セミナーやガイダンスなど）

教員（専門性の高さやよい
影響を受けるなど）

授業・教育システム
（教育内容やカリキュラムなど）

大学生活を総合的に判断して

（％）
まあ満足している 「とても＋まあ満足している」の％とても満足している

注）全８項目のうち、他年度と比較可能な５項目を抜粋して表示。



20

4-4 	学びの充実度・成長実感
学びの充実度は学年で変わらないが、成長実感は学年が進むにつれ増加する。

　4年生を対象に、各学年の学びの充実度をみると、「とても充実している」と回答する学生が学年が進むにつれ緩や
かに増加するものの、「とても＋まあ充実している」と回答する学生の割合は大きく変わらない。大学全体でみると約
８割が充実していると回答している。次に、4年生を対象に、各学年の成長実感をみると、「とても＋まあ実感する」
との回答が、１年生では６割弱であるのに対し、学年とともに増加し４年生では約８割になる。学年が進むにつれ
成長を実感する経験を積んでいる様子がうかがえる。

大学の各学年における学びの充実度について、あてはまるものを１つお選びください。（2016年）

図4−10 　学びの充実

図4−11 　成長実感

大学の各学年における成長実感について、あてはまるものを１つお選びください。（2016年）
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（1,237）
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4-5 	困難への対処法
「行き詰まったときは適度に休息をとる」がもっとも多い。

　困難への対処法では、「行き詰まったときは適度に休息をとる（とても＋まああてはまる）」がもっとも多い。しかし、
その他の解決策を示す項目（とても＋まああてはまる）も約７～８割とあまり差がない結果となっている。解決策を
講じながらも、適度な休息をとって行き詰まらないようバランスを取る姿がうかがえる。また、困ったことがある
と「保護者が助けてくれる」か「自分で解決する」かをたずねた設問の回答（P.9 図2−7）別に困難への対処法をみた。
いずれの項目にも差がなく、「保護者が助けてくれる」か「自分で解決する」かの考えの違いによって、困難への対処法
は変わらないことがわかる。

あなたは大学での学習や生活のなかで、困ったことに直面したとき、どのような行動をとっていますか。
（2016年）

図4−13 　困難への対処法（保護者との関係別）

図4−12 　困難への対処法
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注1）「とても＋まああてはまる」の％。
注2）「【Ａ】困ったことがあると、保護者が助けてくれる」、「【Ｂ】困ったことがあると、自分で解決する」の２択に対し、「Ａ」、「どちらかというとＡに近い」と回答した群と、「Ｂ」、
「どちらかというとＢに近い」との回答した群にわけて集計した。

注）「とても＋まああてはまる」の％。

行き詰まったときは適度に休息をとる

困難の原因を分析し、自分なりの解決策を考える

状況の変化を柔軟に受け入れながら対処する

解決に必要な知識や技能を身につける

解決に失敗しても、改善策を講じて挑戦する

周囲になるべく広く意見やアドバイスをあおぐ
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【Ａ】困ったことがあると、保護者が助けてくれる（2,860）

【Ｂ】困ったことがあると、自分で解決する（2,088）

行き詰まったときは適度に休息をとる

困難の原因を分析し、自分なりの解決策を考える

状況の変化を柔軟に受け入れながら対処する

解決に必要な知識や技能を身につける

解決に失敗しても、改善策を講じて挑戦する

周囲になるべく広く意見やアドバイスをあおぐ
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4-6 	価値観
約8割が「自分の将来に不安を感じる」一方で、約7割が「過去と比較して現在は
幸せ」と回答。

　将来や就労に対する価値観をたずねた結果をみると、「家族など身近な人の幸せを大切に暮らしたい（とても＋まあ
そう思う）」84.5％、「暮らしは人なみでも、安定した仕事をしたい（同）」80.4%で、身近で安定した幸せを求める
回答が多い。また「自分の将来に不安を感じる（同）」79.0％と不安も大きい様子がわかる。幸福感をたずねた結果
をみると、「ここ数年やってきたことを全体的に見て、幸せだ（同）」72.0％、「過去と比較して、現在の生活は幸せだ

（同）」71.9％で、現状の生活に対しては幸福を感じている学生が多い。

あなたは次のようなことがらについてどう思いますか。（2016年）

図4−14 　社会・就労観

図4−15 　幸福感

あなたは次のようなことがらについてどう思いますか。（2016年）

注）	「とても＋まあそう思う」の％。

注）	「とても＋まあそう思う」の％。

（％）

家族など身近な人の幸せを大切に暮らしたい

暮らしは人なみでも、安定した仕事をしたい

自分の将来に不安を感じる

社会に貢献することを大切に暮らしたい

日本は成長・発展を追求する社会が望ましい

地元で仕事や生活をしたい

世界をフィールドに活躍したい

日本の 50 年後の未来は明るい

38.9 84.5

32.16.1 26.0

とてもそう思う

45.6

28.2 80.452.2

32.2 79.046.8

22.9 68.5 45.6

18.1 66.4 48.3

14.2 64.650.4

22.2 61.038.8

9.8 36.927.1

10.0 35.925.9

まあそう思う「とても＋まあそう思う」の％

地元を離れてもいいが、
日本国内で仕事や生活をしたい

リスクを冒しても、常に高い目標に
チャレンジする仕事をしたい

22.9 72.0

とてもそう思う

49.1 

23.7 71.948.2

17.1 69.8 52.7

13.4 68.1 54.7

13.3 61.9 48.6

14.2 61.947.7

13.2 61.147.9

13.7 60.747.0

10.7 48.137.4

まあそう思う 「とても＋まあそう思う」の％

ものごとが思ったように進まない場合でも，
あなたはその状況に適切に対処できる

危機的な状況（人生を狂わせるようなこと）に
出会ったとき，立ち向かって解決していける

ここ数年やってきたことを全体的に見て，幸せだ

過去と比較して，現在の生活は幸せだ

人生が面白い

これまでの学生生活（学習や部活，人間関係など）は成功している

今の調子でやっていけば，これから起きることにも対応できる

自分がやろうとしたことはやりとげている

期待通りの学生生活を手に入れた

（％）
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4-7 	投票行動
投票に行かなかった理由は、「住民票が居住地にないため」がもっとも多い。

　これまでに投票に行った経験があるかどうかをたずねたところ、61.2%の学生が「ある（はい）」と回答した。「一人
暮らし、寮」よりも「自宅」の学生のほうが、投票の経験が多いこともわかった。「ない（いいえ）」と回答した38.8％の
学生に行かなかった理由をたずねたところ、「現在の居住地に住民票がなく、投票の場所が遠いため」が42.9％でもっ
とも多かった。

あなたは今までに、投票に行ったことがありますか。（2016年）

図4−16 　投票経験の有無 図4−17 　投票経験の有無（住まい別）
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注）「あなたは今までに、投票に行ったことがありますか」に、「いいえ」と回答した者が対象。n=1,919。

（％）

ない
「いいえ」
38.8

ある
「はい」
61.2

図4−18 　投票に行かなかった理由

「いいえ」と回答した人のみ回答

投票に行かなかった理由について、あてはまるものをすべてお選びください。（複数回答）

（％）現在の居住地に住民票がなく、投票の場所が遠いため

投票に行く時間がなかったため

政治に関心が薄いため

誰に投票していいかわからないため

投票したい人がいないため

自分ひとりが投票しても何も変わらないと感じたため

選挙があることを知らなかったため

その他

42.9

33.2 

18.6 

16.4

14.0 

7.0 

3.7 

2.8 

自宅

一人暮らし、寮

76.0

41.6 58.4

ある「はい」

24.0

ない「いいえ」（％）

注1）現在のお住まいをたずねる設問に、「自宅」と回答した者を「自宅」、「一人暮らし」、「大学の寮」、「大学以外の
寮」と回答した者を「一人暮らし、寮」とする。「その他」と回答した者は、集計から除く。

注2）自宅　n=2,792、一人暮らし、寮　n=2,061
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